
局 部 課

3 年度

9

10

人

有

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

事業開始年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

4

事業の概要

実施根拠
文化芸術基本法、堺茶の湯まちづくり条例

（根拠法令、条例等）

指標名

無 現状値

年度

第２期堺文化芸術推進計画

Ⅰ．基本情報

有 取組 茶の湯や地域の祭り、文化財などの歴史文化の保全・魅力発信

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ②「堺アーツカウンシル」などを活用した文化芸術の振興

2 関連計画

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

8.9

―

令和6年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和5年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

―

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

事務事業名 堺茶の湯まちづくり事業 事業番号 008-089

担当部署名 文化観光 文化国際 文化

施策1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ (4) 文化芸術の振興・国際交流の強化

ゴール⑻働きがいも経済成長も ターゲット

―

― 目標値

令和 元

公民連携・協働事業 関西大学、さかい利晶の杜

点検対象年度 令和 7

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

茶の湯の文化を振興し、市民の豊かな心の醸成と都市魅力の向上を図る。

5

一般市民
対象数 単位

約81万

人

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

市内各所で堺おもてなし茶会を開催することにより、市民が身近な場所で茶の湯に触れられる機会を提供する。

令和5年度は本庁・東区役所・中区役所と３回実施した。

【協力】

・堺市内茶道団体（一般社団法人茶道裏千家淡交会堺支部、武者小路千家大阪官休会堺支部、表千家同門会

大阪支部）

主な支出先（委託・補助金・負担金等）

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位
実績 目標 目標

堺の持つ歴史文化資源である茶の湯

の文化を通した魅力の発信

目標値 ―

当該目標を設定した理由 堺ならではの文化である茶の湯文化を振興することが、都市魅力の発信や向上に繋がると考えるため。

目標に対する実績
令和5年度市政モニター調査で千利休を含めた堺ゆかりの先人たちを世界に誇れる堺の歴史文化資源と考え

ていると答えた方の割合が85%

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

点検対象年度

実績値 ―

達成率

令和4年度 令和5年度 令和6年度

茶会の参加人数

当該指標を選定した理由 より多くの方に事業参加いただくことが、茶の湯文化の振興に繋がると考えるため。

目標値の設定根拠・算出方法 茶会の参加人数

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 135 135 180

実績値 117

87% 104%

140

達成率



事業コスト ※当初予算には、前年度からの繰越分を含む。

（ ）

14

15

決算

140

堺茶の湯まちづくり事業 事業番号 008-089

令和6年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
令和3年度 令和4年度 令和5年度

事務事業名

財

源

内

訳

国支出金

令和6年度

Ⅲ．投入量

（単位：千円）

事業費  (a)

0

市債 0

決算

0 170 410 219

その他

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 410 4,770 4,980 4,789

170 410 219 557

人件費  （ｂ） 410 4,600 4,570 4,570 4,050

年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

事

業

費

内

訳

項　　　目

予算

決算 0

100 100 R6

謝礼金

90 R6 予算

R5 決算 108 108 R5 決算

R5 決算

事業費

R6 予算 80 80 R6 予算

R5 決算 60 60

0

令和4年度

117

R5 決算 0 0 R5 決算

KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

① おもてなし茶会等の実施事業の参加者 人

Ⅳ．事業の効率性

備考（算出についての説明等）

19

R5

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見

18 ・参加者は増加したものの、消耗品の購入により、単位当たりの経費はやや増加した。

・市民の方を中心に、気軽に茶の湯に親しんでもらえる機会を創出し、堺の持つ歴史資源である茶の湯文化について市民意識の醸成に寄与した。ま

た、堺環濠都市遺跡から出土した茶器を展示することで、古くから堺に根付く茶の湯文化を発信することができた。今年度は、新たに関西大学との連携

事業の一環として作成した「茶の湯カルタ」を展示するなど、発信内容がより分かりやすくなるよう手法を工夫し、事業目的の達成に寄与した。

R6 予算 50 50 R6
会場費等借上料

決算 当初予算 決算

食糧品費
R5 決算 51 51 R5 決算

消耗品費

R6 予算 237 237 R6 予算

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 0

当初予算

0

うち

一般財源

0

557

4,607

予算

R5

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

委託料

単位区　　分

R6 予算

単位当たり経費

17

16

170

1,453

0

R6 予算 90

令和5年度

219

1,564


